
湧水を中心とした多摩キャンパス
の生態系保全とビオトープの確立

中央大学創立125周年経済学部企画
湧水を中心とした多摩キャンパス
の生態系保全とビオトープの確立

連続シンポジウム
「多摩丘陵の自然保護、これまでとこれからの展望」

　中央大学経済学部では、中央大学創立１２５周年記念行事として、キャンパス内の
自然の湧水に着目し、ビオトープとして保全・再生することにより、生態系の復元を
手がけます． 
　この記念行事の一環として、多摩丘陵の自然保護に関わり続けてきた方々を講師と
してお招きし、多摩丘陵の自然史をテーマとした連続シンポジウムを開催します．　

＜第２回シンポジウム＞

2010年7月17日（土）　14:30～　中央大学多摩キャンパス　８号館８３０４号室　
　　　　　　　　　　　　参加自由（無料）　　　　　　　
プログラム
　◆自然有情　－中央大学多摩キャンパスの四季－
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田直邦（中央大学商学部教授）

　◆中央大学多摩キャンパス及びその周辺の地形と水文
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳永英二（中央大学名誉教授）

＜第３回シンポジウム＞　予定
　2010年11月13日（土）　16：30～　中央大学多摩キャンパス８号館（８３０１号室）
　　　　「生物多様性と自然再生」
　　　　　　　　　　　　鷲谷 いづみ（東京大学大学院農学生命科学研究科教授）

主　　 催
中央大学経済学部

【湧水を中心とした多摩キャンパスの生態系保全とビオトープの確立】実行委員会

中央大学ホームページ　　http://www.chuo-u.ac.jp/

連絡先　中央大学経済学部事務室　　０４２－６７４－３３２１

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳永英二（中央大学名誉教授）
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